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件名: 二十一世紀企業研究会　;　不幸の源泉

配信無用の方はお手数ですが返信願います。本MLは会員の紹介により加入する会員の自主研究会です。返信または全員へ返信により意見交換をお願いします。二十一世紀企業研究会とは「人が全国どこでも学び、生涯現役で働ける企業」を提案し研究する会です。研究しながら二十一世紀企業を始めましょう
日常茶飯事の人身事故
首都圏の鉄道では頻繁に「人身事故」が起きています。過去十年来の日本において毎年自殺者が三万人を越える状況は異常ではないでしょうか。
昔の自殺と今の自殺の違い
昔の自殺は人間関係のしがらみから生じる場合が多かったのに対して今の自殺は人間関係の欠落から生じている気がします。武士の切腹、丁稚小僧の身投げ、男女の心中などどれも人間関係のしがらみから生じたものだと思います。それに対して今の自殺は都会の孤独、借金地獄、病気や失業になっても頼るものも無い絶望感から来ているように感じますがいかがでしょうか。
孤独と窮屈な人間関係は似ている
と思います。共通するのは正しい人間関係の欠如です。正しい人間関係の基本は個人の尊重だと思います。本人の意思を無視して組織や社会の因習を押し付けられると窮屈な人間関係が生じます。そういう人間関係が嫌で人付き合いを避けると孤独に陥ります。両者に共通するのは個人の尊重の欠落ではないでしょうか。
不幸の源泉
個人の尊重の欠落は外に対しては他人の人格の軽視、内に対しては自尊心の喪失を生じ、そういう人は自分さえ良ければ良しとする利己主義者か自分は何をやっても駄目だという悲観主義者になるでしょう。利己主義者からは友人も離れて行きやがて孤独な境遇に、悲観主義者は何もやる気がしなくて無為、無気力或いは鬱(うつ)状態に陥る可能性があります。
幸福の源泉
個人の尊重とは個性の違いの尊重だと思います。この思想の上に立てば例え意見が合わなくても人々は争う事なく交際することができるでしょう。意見の相違の尊重が合意への基本的条件であり、その合意できる部分が道徳や法として人間社会の基礎となると思います。職業とは人に有用な物や事業を世に出す事です。人が逆境にあっても自暴自棄にならず向上心を保ち努力し続けられるのは自尊心に依ると思います。
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